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本号は「令和」元年初の記念すべき号となりました。
新しい元号にふさわしく，新時代に向けた取り組み等につ
いても多く紹介しています。

提言では，小児に関する用法・用量が明記されていな
いにもかかわらず，現実には使用・投与されている小児用
医薬品が多い現状からの脱却について，先天性サイトメガ
ロウイルス感染症を例にご紹介いただきました。総説では，
小児期発症慢性疾患をもつ移行期患者に対する医療につい
て，最新の知見をご執筆いただいております。また，視点
では，耐性菌を増やさないためにどうしたらよいか，わか
りやすく解説していただきました。感染症・予防接種レター
では，わが国での相次ぐ風しんの報告に対し，追加対策が
始まったことについてご紹介いただいております。

また，本号の投稿論文は，研究３編，報告４編，資料１編，
症例報告１編を掲載しています。母親などの主養育者およ

び小中学生を対象としたものが多く，今後，支援が必要な
人に対して適切な支援をしていくためには，小児保健にか
かわるさまざまな職種が手を携え，協力していく必要があ
ることが示唆されたように感じられます。
「令和」という新元号には，「一人ひとりの日本人が明

日への希望とともに，それぞれの花を大きく咲かせること
ができるように」という願いが込められているのだそうで
す。支援の必要な人に必要な支援が届き，一人ひとりが
それぞれの花を大きく咲かせることができるよう，小児保
健にかかわるわれわれがお互いを尊重し合い，確実に連携
していくことが求められる時代になるのではないでしょう
か。『小児保健研究』も時代の変化に対応しながら，多く
の方に必要な情報を提供できる雑誌であり続けたいと思い
ます。

（鈴木美枝子）
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